
令和3年度 決算の概要

（上下水道局）





別府市水道事業会計



純利益（決算報告の収益的収入及び支出から消費税及び地方消費税を控除して算出）

令和3年度の純利益は171,186千円を計上　　（前年度比38,211千円増、28.7％増）

１．決算報告
決算書P１　消費税及び地方消費税込み

２．損益計算（純利益）
決算書P３　消費税及び地方消費税抜き

（ 前年度比 40,920 増 ）

（ 前年度比 38,211 千円 28.7 ％ 増 ）

収益的収入及び支出　（経営活動に伴い発生する収支）

千円

％ 減 ）

収入は前年度比　1.7％増の2,458,339千円、支出は前年度比　1.0％減の2,209,793千円

（ 前年度比 △ 21,365 千円 1.0

1.7 ％

支出決算額 2,209,793 千円

収入決算額 2,458,339 千円

支出決算額 2,076,044 千円

収入決算額 2,247,230 千円

純利益 171,186 千円
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（参考）純利益（純損失）の推移

-600,000 千円

-400,000 千円

-200,000 千円

0 千円

200,000 千円

400,000 千円

600,000 千円

H18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3

501,120 

544,411 
523,448 

292,411 
323,294 

288,407 

245,067 

173,261 

-500,095 

117,262 
78,476 

109,589 

200,704 

251,977 

132,975 

171,186 

※平成26年度は、企業会計制度の改正により、

退職給付引当金を一括計上したため、純損失を計上

- 2 -

- 2 -



（参考）収入決算額の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 千円 500,000 千円 1,000,000 千円 1,500,000 千円 2,000,000 千円 2,500,000 千円

令和3年度

令和2年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

給水収益

2,009,406 千円

給水収益

2,036,628 千円

給水収益

2,183,706 千円

給水収益

2,168,190 千円

給水収益

2,184,754 千円

新規加入金

39,555 千円

新規加入金

33,795 千円

新規加入金

34,335 千円

新規加入金

39,510 千円

新規加入金

27,225 千円

その他

198,269 千円

その他

134,050 千円

その他

115,955 千円

その他

113,902 千円

その他

119,123 千円

93.7％

93.4％

1.2％ 5.1％

1.7％ 4.9％

92.4％ 1.5％ 6.1％

2,321,602千円

100％

2,333,996千円

100％

2,331,102千円

100％

93.6％ 1.5％ 4.9％

2,204,473千円

100％

8.8％1.8％89.4％

2,247,230千円

100％
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（参考）支出決算額の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 千円 500,000 千円 1,000,000 千円 1,500,000 千円 2,000,000 千円 2,500,000 千円

令和3年度

令和2年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

職員給与費

400,115 千円

職員給与費

354,254 千円

職員給与費

433,747 千円

職員給与費

481,608 千円

職員給与費

508,628 千円

委託料

500,890 千円

委託料

493,297 千円

委託料

469,380 千円

委託料

438,405 千円

委託料

446,389 千円

減価償却費

781,867 千円

減価償却費

768,434 千円

減価償却費

747,502 千円

減価償却費

761,443 千円

減価償却費

762,595 千円

企業債利息

59,147 千円

企業債利息

67,290 千円

企業債利息

76,733 千円

企業債利息

86,715 千円

企業債利息

96,703 千円

その他

334,025 千円

その他

388,223 千円

その他

354,657 千円

その他

352,727 千円

その他

407,198 千円

22.9％ 20.1％ 34.3％ 4.4％ 18.3％

22.7％ 20.7％ 35.9％ 4.1％ 16.6％

17.1％ 23.8％ 37.1％ 3.2％ 18.8％

2,082,019千円

100％

2,221,513千円

100％

2,120,898千円

100％

20.8％ 22.5％ 35.9％ 3.7％ 17.1％

2,071,498千円

100％

16.1％2.8％37.7％24.1％19.3％

2,076,044千円

100％
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３．決算報告
決算書P２　消費税及び地方消費税込み

資本的収入及び支出　（水道施設整備などに伴い発生する収支）

収入は前年度比　1.9％増の105,869千円、支出は前年度比　25.3％増の1,207,088千円

（ 前年度比 1,941 千円 1.9 ％

　　　　不足額については、過年度分損益勘定留保資金や減債積立金等を充当しました。

増 ）

（ 前年度比 243,797 千円 25.3 ％ 増 ）
支出決算額 1,207,088 千円

収入決算額 105,869 千円

不足額 1,101,218 千円

過年度分損益勘定留保資金

925,173 千円

84.0%

減債積立金

98,686 千円

9.0%

消費税及び地方消費税資本的収支調整額

77,359 千円

7.0%

不足額補てん内訳
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（参考）財源の推移

0 千円 200,000 千円 400,000 千円 600,000 千円 800,000 千円 1,000,000 千円 1,200,000 千円 1,400,000 千円 1,600,000 千円

令和3年度

令和2年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

損益勘定留保資金

1,064,670 千円

損益勘定留保資金

1,244,903 千円

損益勘定留保資金

1,097,711 千円

損益勘定留保資金

1,304,389 千円

損益勘定留保資金

1,232,050 千円

減債積立金

136,047 千円

減債積立金

98,686 千円

減債積立金

216,936 千円

減債積立金

165,391 千円

減債積立金

72,999 千円
94.4％ 5.6％

88.7％ 11.3％

83.5％ 16.5%
1,314,647千円

100％

1,305,049千円

100％

1,469,780千円

100％

1,343,589千円

100％92.7％ 7.3%

1,200,717千円

100％

11.3％88.7％
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資本剰余金（条例に基づき、処分）

未処分利益剰余金（条例に基づき、処分）

４．剰余金の処分
決算書P４

0 千円

40,000 千円

80,000 千円

120,000 千円

160,000 千円

当年度末残高 処分後残高

132,542 千円
132,542 千円

処分

減債積立金の積立

136,047 千円

50.4%

資本金への組入

133,825 千円

49.6%

処分

0 千円

200,000 千円

400,000 千円

当年度末残高 処分後残高

269,872 千円
0 

令和3年度は処分がありませんでした

別府市水道事業及び

公共下水道事業の設

置等に関する条例第5

条による処分
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５．令和3年度に実施した主な事業
決算書P１１～１７　消費税及び地方消費税込み

施設拡張改良事業　　132,033千円

配水管整備事業　　255,965千円

　災害時における強靭性を確保し、適正な水圧及び水量を利用者に対して公平
に提供できる効率的かつ経済的な配水管網の整備を、漏水防止対策の強化も
考慮して、石垣東4丁目5番　200㎜配水管布設替工事などを、市内各所において
実施しました。（延長距離　2,369ｍ）

石垣東4丁目5番　200㎜配水管
布設替工事

　安全かつ安定した水道水を継続して供給するため、市内に点在する経年化した施
設及び設備の更新を行い、強靭な水道施設の構築を図るため、扇山浄水場1号取水
ポンプ設置工事などを実施しました。

扇山浄水場1号取水ポンプ設置工事
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朝見浄水場1系ろ過池(3、4号)
改修工事

朝見浄水場既存施設更新事業　　429,539千円

　本市の基幹浄水場である朝見浄水場内の経年化した施設及び設備について
更新を行い、安全な浄水処理能力及び安定した給水体制の持続及び向上を図
るため、朝見浄水場1系ろ過池(3、4号)改修工事などを実施しました。

- 9 -
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有収水量・有収率　（有収水量＝水道料金算出の基礎となる水量　　有収率＝配水量に対する有収水量の割合で施設の効率性を示す）

６．業務量
決算書P２０

給水人口の推移（給水区域内で水道を使用している人口）

110,000 人

112,000 人

114,000 人

116,000 人

H29 30 R1 2 3

115,914 
115,233 

113,987 

112,354 

110,816 

12,500,000 ㎥

13,000,000 ㎥

13,500,000 ㎥

14,000,000 ㎥

14,500,000 ㎥

H29 30 R1 2 3

13,504,952 
13,402,630 

13,459,926 

12,792,025 
12,920,876 

86.05 

86.87 
86.45 

86.77 

85.58 

80 %

85 %

90 %
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資金増加額 資金減少額

決算書P２１～２２
７．供給単価・給水原価

供給単価＝１㎥当たりどれだけの収益を得たかを示す指標　　　給水原価＝１㎥当たりどれだけの費用がかかったかを示す指標

決算書P２６
８．キャッシュ・フロー　（業務活動、投資活動、財務活動による現金の動きを示すもの）

130 円

150 円

170 円

H29 30 R1 2 3

供給単価

161.77 
供給単価

161.77 

供給単価

162.24 供給単価

159.21 供給単価

155.52 

給水原価

159.87 
給水原価

153.71 給水原価

150.18 

給水原価

157.31 
給水原価

155.94 

1,600,000 千円

1,800,000 千円

2,000,000 千円

2,200,000 千円

H29 30 R1 2 3

資金期末残高

2,129,291 資金期末残高

2,195,734 資金期末残高

1,920,040 
資金期末残高

1,869,505 
資金期末残高

1,765,576 

66,443

275,694

50,535

103,929
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.

～

（参考）水道料金の状況　（一般家庭用）

3,755 円

～

1ヶ月10㎥使用時の水道料金 1ヶ月20㎥使用時の水道料金

1（最高）

決算書P３８～３９
９．企業債残高の推移　（建設改良費の財源に充てるために借り入れた長期借入金）

年々、減少傾向で推移しています。

1（最高）

別府市の水道料金は、大分県下各市の水道料金と比較して、低い状況となっています。（令和3年4月1日現在）

1,705 円

～

2,924

～

9 別府市 1,334 11 別府市円 円

円

3,057 円

14（最低）

県下平均

14（最低）

県下平均

1,100 円

1,442 円

2,520

3,000,000 千円

4,000,000 千円

5,000,000 千円

6,000,000 千円

7,000,000 千円

H18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3

5,793,440 

5,308,659 
5,156,219 

5,560,520 
5,399,945 

5,227,515 
5,040,490 

4,838,903 
4,622,149 

4,381,934 
4,178,515 

3,968,130 
3,751,810 

3,544,084 
3,345,154 

3,166,602 

- 12 -

- 12 -



MEMO



別府市公共下水道事業会計



％ 減 ）

）

２．損益計算（純損失）
決算書P３　消費税及び地方消費税抜き

純損失（決算報告の収益的収入及び支出から消費税及び地方消費税を控除して算出）

令和３年度の純損失は198,503千円を計上　　（前年度比46,756千円減、19.1％減）

（ 前年度比 △ 46,756 千円 19.1

％ 増 ）

（ 前年度比 △ 56,894 千円 2.6 ％ 減

（ 前年度比 18,157 千円 0.9

１．決算報告
決算書P１　消費税及び地方消費税込み

収益的収入及び支出　（経営活動に伴い発生する収支）

収入は前年度比　0.9％増の1,961,348千円、支出は前年度比　2.6％減の2,124,522千円

支出決算額 2,124,522 千円

収入決算額 1,961,348 千円

支出決算額 2,061,536 千円

収入決算額 1,863,033 千円

純損失 198,503 千円
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（参考）純利益（純損失）の推移

-600,000 千円

-400,000 千円

-200,000 千円

0 千円

200,000 千円

400,000 千円

600,000 千円

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

-245,259 

-198,503 
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（参考）収入決算額の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 千円 500,000 千円 1,000,000 千円 1,500,000 千円 2,000,000 千円

令和6年度

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和2年度

下水道使用料

1,081,387 千円

下水道使用料

1,058,603 千円

他会計繰入金

218,913 千円

他会計繰入金

235,588 千円

その他（長期前受金戻入ほか）

661,048 千円

その他（長期前受金戻入ほか）

649,000 千円

54.5％ 12.1％ 33.4％

1,943,191千円

100％

1,961,348千円

100％55.1％ 11.2％ 33.7％
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（参考）支出決算額の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 千円 500,000 千円 1,000,000 千円 1,500,000 千円 2,000,000 千円 2,500,000 千円

令和6年度

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和2年度

職員給与費

97,036 千円

職員給与費

118,392 千円

委託料

319,854 千円

委託料

310,959 千円

減価償却費

1,295,614 千円

減価償却費

1,294,927 千円

企業債利息

148,879 千円

企業債利息

167,168 千円

その他

263,139 千円

その他

289,970 千円

5.4％ 14.3％ 59.4％ 7.7％ 13.2％

2,181,416千円

100％

4.6％

2,124,522千円

100％

15.1％ 60.9％ 7.0％ 12.4％

- 16 -

- 16 -



不足額については、過年度分損益勘定留保資金や当年度分損益勘定留保資金等を充当しました。

増 ）

（ 前年度比 850,338 千円 80.8 ％ 増 ）

３．決算報告
決算書P２　消費税及び地方消費税込み

資本的収入及び支出　（下水道施設整備などに伴い発生する収支）

収入は前年度比　93.5％増の1,134,385千円、支出は前年度比　80.8％増の1,902,365千円

（ 前年度比 548,165 千円 93.5 ％

支出決算額 1,902,365 千円

収入決算額 1,134,385 千円

不足額 767,980 千円

過年度分損益勘定留保資金

258,439 千円

33.7%

当年度分損益勘定留保資金

474,211 千円

61.7%

消費税及び地方消費税

資本的収支調整額

35,330 千円

4.6%

不足額補てん内訳
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（参考）財源の推移

0 千円 50,000 千円 100,000 千円 150,000 千円 200,000 千円 250,000 千円 300,000 千円

令和6年度

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和2年度

損益勘定留保資金

245,806 千円

損益勘定留保資金

258,439 千円 258,439千円

100％100％

245,806千円

100％

100％
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未処分利益剰余金（条例に基づき、処分）

４．剰余金の処分
決算書P４

資本剰余金（条例に基づき、処分）

-300,000 千円

-200,000 千円

-100,000 千円

0 千円

100,000 千円

当年度末残高 処分後残高

-443,762 千円

利益が生じなかったこ

とにより、別府市水道

事業及び公共下水道

事業の設置等に関す

る条例第5条による処

分はありません。

0 千円

400,000 千円

800,000 千円

1,200,000 千円

1,600,000 千円

当年度末残高 処分後残高

1,467,855 千円
1,467,855 千円処分

令和3年度は処分がありませんでした

令和3年度は該当がありませんでした処分
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ポンプ場整備事業　　140,900千円

５．令和3年度に実施した主な事業
決算書P１０～１４、１８～１９　消費税及び地方消費税込み

管きょ整備事業　　313,239千円　

　管きょ整備事業では、認可区域内の住民の要望並びに投資効果の期待できる
地域を優先的に整備し、使用者の拡大を図り収益の増収に努めました。
　また、老朽化した管きょの更新並びに耐震化を進め安全な汚水処理施設の再
構築を図り、生活排水の適切な処理による水環境保全に向けた取り組みを実施
しました。

更生前 更生後

※継ぎ手部隙間
（根の侵入）

光町10番外汚水管きょ更生工事

　市内に点在する汚水中継ポンプ場の経年化した設備について更新を行い、強
靭な施設の構築及び安定した汚水処理の持続を図るため、亀川中継ポンプ場
ゲート設備更新工事などを実施しました。

亀川中継ポンプ場ゲート設備工
事
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汚泥棟受変電設備工事

処理場整備事業　　426,996千円　

　市内唯一の汚水処理場である別府市中央浄化センターの施設の耐震・耐津波
化及び経年化した設備の更新を行い、地震時における強靭性を確保し、安定し
た汚水処理の持続を図るため、汚泥棟受変電設備更新工事などを実施しまし
た。
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６．業務量
決算書P１５

水洗化人口（水洗便所設置済人口）の推移

有収水量・有収率　（有収水量＝下水道使用料算出の基礎となる水量　　有収率＝汚水処理水量に対する有収水量の割合で施設の効率性を示す）

66,000 人

68,000 人

70,000 人

H29 30 R1 2 3

67,465 

68,550 

69,066 
69,217 

69,419 

9,000,000 ㎥

9,500,000 ㎥

10,000,000 ㎥

10,500,000 ㎥

11,000,000 ㎥

H29 30 R1 2 3

10,698,386 
10,711,968 

10,102,087 

9,673,480 

9,923,089 

64.0 67.2 

68.2 

65.1 

70.1 

60 %

65 %

70 %

75 %

- 22 -

- 22 -



資金増加額 資金減少額

７．使用料単価・汚水処理原価
決算書P１６～１７

使用料単価＝１㎥当たりどれだけの収益を得たかを示す指標　　　汚水処理原価＝汚水１㎥当たりどれだけの汚水処理費用がかかったかを示す指標

８．キャッシュ・フロー　（業務活動、投資活動、財務活動による現金の動きを示すもの）
決算書P２１

90 円

110 円

130 円

R2 3 4 5 6

使用料単価

99.49 
使用料単価

99.07 

汚水処理原価

121.83 
汚水処理原価

117.01 

0 千円

175,000 千円

350,000 千円

R2 3 4 5 6

資金期末残高

325,122 

資金期末残高

50,830 

274,292
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別府市の下水道使用料は、大分県下各市と比較して、一番低い使用料となっています。（令和３年度）

９．企業債残高の推移　（建設改良費の財源に充てるために借り入れた長期借入金）
決算書P３０～３５

年々、減少傾向で推移しています。

（参考）下水道使用料の状況　（一般汚水）

1ヶ月10㎥使用時の下水道使用料 1ヶ月20㎥使用時の下水道使用料

1（最高） 1,750 円 1（最高） 3,680 円

～ ～

12 別府市 930 円 12 別府市 2,150 円

円

～ ～

12（最低） 930 円 12（最低） 2,150 円

県下平均 1,368 円 県下平均 2,953

8,000,000 千円

9,000,000 千円

10,000,000 千円

11,000,000 千円

28 29 30 R1 2 3

10,166,334 

9,805,448 9,746,674 

9,543,862 

9,202,693 
9,117,055 
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MEMO


